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【緒言】 

 スポーツ・ツーリズムはヨーロッパや北米など

の国々では市場価値としてある一定の域に達して

いるが、わが国においては、これからの成長が期

待されている市場の一つであり、スポーツの分野

だけでなく、地域振興などの視点からも注目され

ている。 

また、メジャーリーグなどのスポーツ観戦ツア

ーやホノルルマラソンなどイベント参加ツアー、

マリンスポーツやスキー、トレッキングツアーな

どがそうであり、様々な形態による旅行がある中

で、“スポーツを目的とした旅行”は意外にも我々

のレジャー活動に浸透していると考えられる。 

 長野県軽井沢町では、スロースポーツライフツ

アーと題したスポーツ・ツーリズム推進事業が２

００５年に立ち上がった。軽井沢町は国内旅行先

としても人気がある上に、テニスのメッカとして

も知られており、また、平成１０年の長野オリン

ピックではカーリング会場としても使われた場所

である。この様に、スポーツ・ツーリズムにおけ

るプロダクトを十分に持った軽井沢町は、スポー

ツ・ツーリズムの研究に適していると考える。 

そこで本研究では軽井沢町を事例に挙げ、軽井

沢町がスポーツ・ツーリズムの目的地として活性

化していくために、観光地マーケティングを行う

ことで、今後の軽井沢スポーツ・ツーリズムのあ

り方について検証する。 

【目的】 

本研究は、軽井沢における観光の実態とスポー

ツに関して調査し、特に別荘滞在者に焦点を絞っ

て今後の軽井沢スポーツ・ツーリズム発展の鍵と

なるスポーツはどのようなものであるか、明らか

にすることを目的とする。 

【方法】 

軽井沢スポーツ・ツーリズム調査(質問紙調査、２

００５年８月１３・１４日に軽井沢観光客・別荘

滞在者を対象に行われ、回収数 980 部)のデータを

元に、主に SPSS 12.OJ for Windows を使用して分

析を行った。 

【結果及び考察】 

・軽井沢別荘滞在者は夫婦や親子といった家族で

軽井沢を訪れている人がほとんどであり、家族で

楽しめるスポーツを提供することの重要性が分か

った。 

・別荘滞在者は１回の旅行での宿泊日数は平均９．

１８日であったのに対し、非別荘滞在者は３．２

１日であり、別荘滞在者は平均して２５．３４日

もの日数を軽井沢で過ごしているという結果が出

た。よって軽井沢スポーツ・ツーリズムにおいて、

別荘滞在者の存在は安定的なターゲットとなりう

る。 

・軽井沢での過ごし方を聞いた所、軽井沢には色々

なレジャーがあるにも関らず、「何もせずにゆっく

り過ごす」と答えた人が半分以上おり、別荘滞在

者の多くは軽井沢ではただただゆっくり過ごした

いと考えていることが分かった。 

・軽井沢での現在のスポーツに対する満足度を聞

いたところ、現在のスポーツに満足している人は

全体で約４割弱であり、それと同じ位の人が「も

っと行いたい」や「場所や機会がない」と不満を

感じていることが分かり、この不満を感じている

人たちの欲求を満たす事が大切であることが分か

った。 

・軽井沢でやりたいスポーツを聞いたところ、や

はりゴルフやテニスといった元々軽井沢で人気の

あるスポーツが最も人気であった。しかしパーセ

ンテージを見ると他の散歩やウォーキング、サイ

クリングやハイキング、登山、釣り、水泳、ヨー

ガなどのスポーツも挙がっており、今後はそれら

のスポーツに対するニーズがあることも分かった。 


